
隊員の活躍を肌で感じて　中学生職場体験
人
の
職
場
体
験
学
習
を
行
っ
た
。

ま
た
、
消
防
小
隊
で
は
破
壊
機
救
難
消
防
車
や
消
防
服

消
火
活
動
や
搭
乗
員
の
救
助
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

の
２
日
間
、
城
南
静
岡
中
学
校
（
静
岡
市
）
の
生
徒
１
９

午
前
は
、
基
地
の
管
理
業
務
を
行
う
基
地
業
務
群
を
見
学

機
の
説
明
を
聞
い
て
操
縦
席
を
見
学
し
た
。

午
後
は
、
航
空
機
や
車
両
な
ど
の
点
検
整
備
・
管
理
等
を
行
う
整
備
補
給
群
で
、
燃
料
タ
ン
ク

敬
礼
や
回
れ
右
な
ど
基
本
教
練
の
動
作
を
学
ん
だ
後
、
代
表
の
生
徒
が
大
き
な
声
で
号
令
を
か

こ
と
の
な
か
っ
た
自
衛
隊
の
仕
事
を
肌
で
感
じ
て

け
る
指
揮
動
作
に
挑
戦
し
、
テ
レ
ビ
で
し
か
見
た

・
河
野
隆
准
陸
尉
）
は
、
６
月
６
日
（
月
）
と
７
日
（
火
）

し
た
ほ
か
、
警
備
小
隊
で
防
弾
チ
ョ
ッ
キ
を
着
用
し
て
そ

初
日
は
航
空
自
衛
隊
静
浜
基
地
（
焼
津
市
）
を
訪
れ
た
。

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
静
岡
募
集
案
内
所
（
所
長

の
重
さ
を
体
感
し
た
り
、
整
備
小
隊
で
Ｔ‐

７
初
等
練
習

を
見
学
し
、
航
空
自
衛
隊
に
も
消
防
士
の
仕
事
が
あ
り
、

車
な
ど
を
見
学
し
た
。
危
険
物
取
扱
者
や
大
型
特
殊
車
両
の
資
格
を
持
ち
、
専
門
知
識
を
有
す
る

っ
た
。

隊
員
が
活
躍
す
る
こ
と
で
基
地
が
成
立
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
生
徒
た
ち
は
感
心
し
た
様
子
だ

２
日
目
は
同
中
学
校
内
に
お
い
て
、
自
衛
官
の
基
本
の
動
作
で
あ
る
基
本
教
練
や
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
使
え
る
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
を
体
験
し
た
。

後輩たちへ　母校訪問での交流
（
浜
松
市
）
で
行
わ
れ
た
制
度

初
め
て
知
る
自
衛
官
の
リ
ア
ル
な
声
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

め
て
い
た
。

曹
と
と
も
に
自
衛
隊
の
仕
事
や
職
種
な
ど
に
つ
い
て
経
験
談
も
交
え
な
が
ら
説
明
し
た
。
生
徒
は

香
織
２
等
陸
尉
）
は
６
月
１
５

こ
れ
は
、
自
衛
隊
に
興
味
の

な
海
上
自
衛
官
の
制
服
に
身
を
包
み
、
挨
拶
を
す
る
伊
藤
士
長
の
凛
々
し
さ
に
、
教
諭
は
目
を
細

を
中
心
に
部
員
た
ち
が
集
ま
り
、
海
上
自
衛

を
控
え
る
部
員
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
り
、
久

親
し
ま
れ
る
若
年
隊
員
と
と
も
に
新
た
な
接

浜
北
所
は
、
学
生
に
身
近
な
存
在
と
し
て

浜
北
募
集
案
内
所
（
所
長
・
星

藤
士
長
の
母
校
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
学
生
時
代
の
恩
師
と
の
再
会
の
場
と
も
な
っ
た
。
真
っ
白

２
等
空
曹
と
臨
時
勤
務
者
の
伊

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部

自
衛
官
を
前
に
し
て
緊
張
す
る
生
徒
に
伊
藤
士
長
は
屈
託
の
な
い
笑
顔
で
話
し
か
け
、
有
田
２

の
１
０
０
メ
ー
ト
ル
走
学
年
１
位
と
い
う
記

し
ぶ
り
の
母
校
を
後
に
し
た
。

盛
り
上
が
っ
た
。
最
後
は
こ
れ
か
ら
大
会
等

隊
に
対
す
る
素
朴
な
疑
問
か
ら
、
在
校
当
時

録
に
関
す
る
話
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
で

T-7 見学

防弾チョッキ試着

バスケ部の後輩たち

パンフレットを渡す伊藤士長

生
徒
か
ら
は
「
自
衛
官
の
仕
事
は
災
害
派
遣
だ

け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
場
で
活
躍
し
て
い

る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
っ
た
感
想

を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

静
岡
所
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
積
極

的
に
活
用
し
、
生
徒
た
ち
の
職
業
観
の
育
成
の
力

添
え
と
な
れ
る
よ
う
邁
進
し
て
い
く
。

い
た
。

日
（
水
）、
浜
松
東
高
等
学
校

藤
新
菜
海
士
長
を
派
遣
し
た
。

あ
る
生
徒
に
説
明
を
行
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
学
校
か
ら
の
要
望
で
実
施
し
た
も
の
で
、
同
校
は
伊

説
明
に
、
広
報
官
の
有
田
充
行

そ
の
経
緯
も
あ
り
部
員
た
ち
も
伊
藤
士
長

を
身
近
に
感
じ
て
い
る
様
子
で
、
伊
藤
士
長

れ
が
受
け
継
が
れ
て
い
た
。

伊
藤
士
長
は
元
副
部
長
で
、
当
時
バ
ス
ケ
部
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
て
お
り
、
今
も
そ

制
度
説
明
を
終
え
て
か
ら
、
伊
藤
士
長
が
在
校
当
時
所
属
し
て
い
た
バ
ス
ケ
部
に
も
訪
問
し
た
。

Ｒ
し
て
い
く
。

点
の
場
を
開
拓
し
、
母
校
や
在
校
生
へ
と
Ｐ


